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DNAのメチル化によるエピジェネティックな修飾は、細菌の様々な 活動で重要な役割を果たしている。

なかでもピロリ菌はメチル化酵素遺伝子の数が多く、種類も多様であり、株ごとに異なるエピゲノム

状態を持っていることが推測される。私達は、「DNAメチル化系の変化が、多様なメチロームとそれら

にともなう多様な遺伝子発現パターンと形質を実現し、それらメチローム（エピゲノム）状態が自然

選択の単位となる」という、「エピジェネティクス駆動進化」仮説を提唱している。 

 

本研究では、その検証を目的として、ごく近縁な株を含むピロリ菌 5株について、PacBio社の第三世

代シークエンサーの一分子リアルタイムシーケンシング技術によって、ゲノム全域でメチル化塩基を

一塩基の分解能で検出した。 

 

株によってメチル化の程度とパターンは大きく異なっていた。いずれの株でも RNAポリメラーゼ遺伝

子など高メチル化が保存されている領域が見出され、新たな遺伝子発現制御機構が示唆された。逆に、

トランスポゾン TnPZではメチル化が低かった。 

 

メチル化塩基の周辺配列をモチーフ検索することで、メチル化モチーフを数多く検出した。それらと

対応させて、多くのメチル化配列認識遺伝子の認識配列を明らかにした。私たちが提案した「遺伝子

内の複数サイト間での標的 DNA配列認識ドメインの移動(DoMo)」による認識配列変換のしくみが、機

能していることを示した。さらに、トランスクリプトーム解析（RNA-seq）で、配列特異性遺伝子の

欠損によって顕著に発現が変化した遺伝子が存在した。 

 

これらの結果は、「エピジェネティクス駆動進化」仮説を支持し、それを応用した「エピゲノムエン

ジニアリング」による育種への道を開く。 

 

（科研費および生研センター・イノベーション創出基礎的研究推進事業による支援を受けた。） 
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